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市
で
は
登
米
市
の
市
民
歌
を
制

定
す
る
た
め
「
歌
詞
」
を
公
募
し

ま
す
。

【

本
市
は
、

平
成
27
年
度
に
市
制
施
行
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

郷
土
愛
を
育
む
源
と
し
て
市
民
か

ら
広
く
親
し
ま
れ
、
さ
ら
な
る
市

民
の
一
体
感
醸
成
に
つ
な
げ
る
た

め
、
登
米
市
市
民
歌
を
制
定
し
ま

す
。

❶
歌
詞
は
、

市
民
歌
制
定
の
目
的
に
合
致
す
る

も
の
と
し
ま
す
。
自
然
や
歴
史
・

文
化
な
ど
本
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
も
の
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

自
然
に
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
、

親
し
み
や
す
く
後
世
ま
で
歌
い
継

が
れ
る
内
容
を
基
本
と
し
ま
す
❷

歌
詞
は
自
作
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
で
、
他
者
の
知
的
所
有
権

（
著
作
権
）を
侵
害
し
な
い
も
の
に

限
り
ま
す
❸
歌
詞
は
３
番
ま
で
と

し
、
漢
字
お
よ
び
ロ
ー
マ
字
な
ど

に
は
必
ず
振
り
仮
名
を
付
け
て
く

だ
さ
い
❹
応
募
作
品
は
、
１
人
１

作
品
と
し
ま
す

平
成
26
年
１
月
６

日（
月
）か
ら
同
年
２
月
28
日（
金
）

ま
で

平
成
26
年
２
月
28

日（
金
）午
後
５
時
必
着（
郵
送
の

場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

登
米
市
民
に
限
ら

ず
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
登
米
市
市
民
歌
制
定
委

員
会
委
員
は
、
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

❶
指
定
の
応
募
用

紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い（
指
定

の
応
募
用
紙
以
外
の
も
の
は
、
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）。
応
募
用

紙
は
、
企
画
部
企
画
政
策
課（
迫

庁
舎
２
階
）お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
課
地
域
係
の
窓
口
に
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
❷
応
募
に

当
た
っ
て
は
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
持
参

す
る
場
合
＝
応
募
用
紙
を
任
意
の

封
筒
に
入
れ
、
企
画
部
企
画
政
策

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
地

域
係
の
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
封
筒
に
は
氏
名
の
み

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の

受
付
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
す（
土
、
日
、
祝
日

は
除
き
ま
す
）。
▼
郵
送
す
る
場

合
＝
登
米
市
企
画
部
企
画
政
策
課

「
登
米
市
市
民
歌
の
歌
詞
募
集
係
」

あ
て　
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※
件
名
は
必
ず
「
登
米
市
市
民
歌

　

の
歌
詞
募
集
に
つ
い
て
」と
し
、

　

応
募
用
紙（
ワ
ー
ド
形
式
）を
添

　

付
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
送
信
し
て

　

く
だ
さ
い
。

❸
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
返
却
い

た
し
ま
せ
ん

❶
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
登
米
市
市
民
歌
制

定
委
員
会
で
審
査
し
、
入
選
作
品

を
決
定
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
と

な
っ
た
作
品
を
登
米
市
市
民
歌
の

歌
詞
と
し
て
採
用
し
ま
す
❷
歌
詞

の
最
終
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
制

定
委
員
会
に
よ
る
加
筆
補
正
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ

イ
ト
ル
に
つ
い
て
も
同
様
で
す

が
、
制
定
委
員
会
で
別
の
タ
イ
ト

ル
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

❸
入
選
作
品
の
賞
金
は
、
最
優
秀

賞
１
点
10
万
円
、
優
秀
賞
３
点
各

３
万
円
で
す

（
注
）支
払
い
は
指
定
口
座
振
込
と

し
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の
方

が
入
選
さ
れ
た
場
合
の
賞
金
の
受

け
取
り
は
、
そ
の
保
護
者
と
し
ま

す
❹
入
選
者
の
発
表
は
、
市
広
報

紙
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
❺
最
優
秀
賞
お
よ
び
優

秀
賞
と
な
っ
た
入
選
作
品
に
関
す

る
一
切
の
権
利
は
、
登
米
市
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す

❶
最

優
秀
賞
と
な
っ
た
歌
詞
に
、
平
成

26
年
度
に
公
募
し
決
定
さ
れ
る
曲

を
付
け
、
登
米
市
市
民
歌
を
完
成

し
ま
す
❷
入
選
発
表
後
で
あ
っ
て

も
、
入
選
作
品
が
他
者
の
知
的
所

有
権（
著
作
権
）を
侵
害
す
る
疑
い

が
あ
る
場
合
は
、
受
賞
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入

選
作
品
が
知
的
所
有
権（
著
作
権
）

な
ど
に
関
わ
る
問
題
を
生
じ
た
場

合
の
責
任
は
、
全
て
応
募
者（
保

護
者
を
含
む
）が
負
う
も
の
と
し

ま
す
❸
応
募
作
品
の
中
か
ら
入
選

作
品
が
な
い
場
合
に
は
、
制
定
委

員
会
で
歌
詞
の
制
定
方
法
に
つ
い

て
審
議
し
、
決
定
し
ま
す
❹
応
募

に
当
た
っ
て
得
た
個
人
情
報
は
市

が
適
正
に
管
理
し
、
応
募
者
へ
の

連
絡
だ
け
に
使
用
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
入
選
者
に
つ
い

て
は
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
氏
名
な
ど
を
公
表
す
る
ほ

か
、
新
聞
な
ど
報
道
機
関
で
氏
名

な
ど
を
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す

企
画
部 

企
画
政

策
課
「
登
米
市
市
民
歌
の
歌
詞
募

集
係
」
あ
て
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「
子
ど
も
た
ち
が
考
え
る
登
米

市
の
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
が
12
月
１
日
に
宝
江
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
で
６
回

目
。
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発
想

で
未
来
の
登
米
市
を
テ
ー
マ
に
し

た
壁
新
聞
を
作
成
、
そ
の
制
作
過

程
で
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

登
米
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
な
が

ら
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
養
う
こ

と
が
目
的
で
す
。
本
年
度
は
小
学

生
の
部
７
校
40
作
品
、
中
学
生
の

部
５
校
19
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

入
賞
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
表
彰
式
で
は
、
受
賞
校
の
児

童
・
生
徒
が
作
品
発
表
し
ま
し
た
。

応
募
の
全
作
品
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
１
月
８
日（
水
）か
ら
同
年

１
月
14
日（
火
）ま
で
イ
オ
ン
佐
沼

店
内
に
展
示
し
ま
す
。

◉

／
作
品
テ
ー
マ

「
み
ん
な
が
住
み
た
い
ま
ち
」

▼
最
優
秀
賞
＝
米
川
小
学
校
６
年

１
組
（
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ア
）

▼
優
秀
賞
＝
登と

米よ
ま

小
学
校
６
年
１

組
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
６
）

▼
優
良
賞
＝
北
方
小
学
校
６
年
１

組
（
未
来
サ
ポ
ー
ト
送
信
中
）

◉

／
作
品
テ
ー
マ

「
地
域
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
」

▼
最
優
秀
賞
＝
新
田
中
学
校
１
年

１
組
（
新
田
っ
子
魂
）

▼
優
秀
賞
＝
新
田
中
学
校
１
年
１

組
（
ア
マ
リ
リ
ス
）

▼
優
良
賞
＝
登と

よ
ま米
中
学
校
１
学
年

（
登
―
Ｔ
Ｏ
）

◉▼
佐
沼
小
学
校
５
年
４
組（
４
班
）

▼
北
方
小
学
校
６
年
１
組（
未
来

の
安
全
見
守
り
隊
）

▼
佐
沼
中
学
校
１
学
年（
総
合
文

化
部
）

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課（
市
民
協
働
推
進
係
）
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　本市には食育に関わる豊かな人材と豊富な食材が身
近にあります。本市の良さを知り、人と人とのつなが
りを大切にしながら、未来を担う子どもたちの「食」
について一緒に考えてみませんか。

平成 26 年 1 月 17日（金）午前 9時 30 分～正午
　　　（受け付け＝午前 9時 10 分～ )

南方農村環境改善センター

◉ 「ごちそうさま　もらったのは命のバト
ン」　講師＝竹下和

かず

男
お

氏（こどもが作るお弁当の日提
唱者）
◉ （市立米山東幼稚園、市立
米谷小学校、市教育研究会学校給食部会、市食生活改
善推進員協議会、県東部保健福祉事務所登米地域事務
所）◉ 　　

無料 
電話またはファクシミリ

平成 26 年１月 10日（金）　
市民生活部健康推進課（地域

保健係）☎ 0220（58）2116　FAX 0220（58）3345


